
実質公債費比率が６％程度の状態とは・・・　※現時点のシミュレーション結果 実質公債費比率が極端に悪化すると、市民生活に影響が出てくる可能性も・・・

※実質公債費比率は様々な要素によって変動するが、ここでは公債費の増加を想定

実質公債費比率の上昇のイメージ
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本市の場合、実質公債費比率が
１％上昇すると、実質的な負担が
２億５千万円程度増加する。
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公債費の負担が増加し、収支均

衡を図るためにより多く活用す

ることになるため、基金の残高

は減少


